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 令和５年９月１４日会議概要  

 

第１　日時　 

　　　令和５年９月14日（木）午前９時20分から午前11時30分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　森田委員長、増田委員、在田委員、池坊委員、森委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、　　

　　　警備部長、京都市警察部長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

近畿管区内公安委員会連絡会議第148回定例会議の開催結果（９月８日） 

委員から 

　・　児童虐待をテーマに管区内の府県と情報交換をした。全国で多くの虐待事案が発生

　　している中で、今後も警察が関わる案件は増えてくる。痛ましい事件を未然に防止す

　　るために、児童相談所と警察がより連携を深めるということで意義のある意見提示が

　　できたと思う。 

　・　虐待は法曹界、医療界、教育界等に従事していれば関心があるが、それ以外の委員

　　の方には少し遠い存在かもしれない。そのような方にも現状を知っていただいたこと

　　は意義のあるテーマであった。 

　・　難しいテーマだったが、情報を児童相談所と警察でどのように取り扱っていくのか、

　　莫大な情報の中で危険度を測っていく判断の仕方や情報のスクリーニングなどについ

　　て話題になった。 

　・　今後、虐待事案への対応をはじめとして、警察業務は間違いなく増大する。それに

　　対応していくためには、現場が混乱しないよう、しっかり準備をしておく必要がある

　　と感じた。 

　・　警察と児童相談所の間の人事交流については、各府県さまざまな特徴があった。そ

　　れによって閉庁日の体制強化を図っている府県もあり、各府県の取組を参考にするこ

　　とが必要と感じた。 

　  旨、発言があった。 

 

２　議題 

(1) 児童虐待関連シンポジウムへの参加結果について          　 　  　　　 

警務部長から、９月９日に開催された京都産業大学社会安全・警察学研究所主催の児童虐

待関連シンポジウムへの参加結果について報告があった。シンポジウムには、警察や法曹関

係者、児童相談所関係者等が参加し、司法面接のあり方について講演や議論がされた旨、説

 明があった。

委員長から、「シンポジウムの結果については、現場へのフィードバックをお願いする。」

 旨、発言があった。

 

(2) ミニ広報紙コンクールの開催について　 　　　　　　　　　　　　　　 
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    地域部長から、ミニ広報紙による地域情報発信の重要性を認識させ、作成能力及び作成意

 欲の向上を図ることを目的としてミニ広報紙コンクールを開催する旨、報告があった。

審査は、本年11月号、12月号、来年１月号を対象として一次審査で20作品を選出し、来年

２月に本審査を行う。スマホ等が普及する一方、ミニ広報紙は高齢者等に好評であり、警察

 の活動を発信する媒体として引き続き継続していく旨、説明があった。

委員長から、「来年２月の本審査を楽しみにしている。」旨、発言があった。　　 

 　

(3) 指名手配被疑者捜査強化月間の実施について 　　　　　　　　　　　　 

    刑事部長から、11月１日から同月30日までの間、全国一斉で実施される「指名手配被疑者

 捜査強化月間」の実施体制、重点施策等について報告があった。

公開ポスターの掲示や、ＳＮＳ「Ｘ」や府警の広報チャンネルを使って広く情報提供を呼

 びかける等、検挙を目指して取り組む旨、説明があった。

委員長から、「検挙されることを期待している。」旨、発言があった。 

 

(4) 第53回全国白バイ安全運転競技大会への出場について　　            　 

交通部長から、10月７日から同月９日までの３日間、茨城県ひたちなか市において開催さ

れる「第53回全国白バイ安全運転競技大会」に当府警察から４人の選手が出場し日頃の訓練

 の成果を競う旨、報告があった。

 

(5) 集会、集団行進及び集団示威運動に関する条例の許可状況について（８月申請分）　　　

　　　警備部長から、令和５年８月中に申請が許可された「集会、集団行進及び集団示威運動に

 　　関する条例」に基づく、集会、デモの状況について報告があった。

 

(6) 情報通信技術講演会（モビリティ技術）の開催について          　  

  情報通信部長から、自動車の制御機能自動化の進展に伴い、モビリティのセキュリティ技

術について造詣を深め、対処能力の向上を図ることを目的に、10月16日、警察内外から自動

 運転等モビリティ研究者を講師として招き、講演会を開催する旨、報告があった。

　委員長から、「技術革新をはじめとする社会事象を正しく把握しておくことは警察活動をす

る上で大切である。」旨、発言があった。 

 

(7) 追加報告 

　　阪神タイガーズ優勝に伴う雑踏対策について　　　　　　　　　　 　 

    地域部長から、阪神タイガース優勝に伴い、警備部と連携して総合警備本部を立ち上げ雑

踏対策に当たる旨、報告があった。本部に総合警備本部を設置、中心繁華街を管轄する中京

署、下京署、東山署、更に機動隊、管区機動隊を含む約 230人態勢で、見せる警察活動によ

 り、万全の体制で臨む旨、説明があった。

委員長から、「事故のないようによろしくお願いする。」旨、発言があった。 

 

(8) 監察案件                                                       

 首席監察官から、監察案件１件について報告があった。

 

３　個別決裁 

　　運転免許取消処分取消請求事件の発生及び応訴について         　　　　　 

    監察官室訟務官から、令和５年８月２日、京都府公安委員会を被告とする運転免許取消処分

取消請求事件が京都地方裁判所に提起された旨、説明があり、棄却を求めて応訴することを決
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 定した。

 

４　聴聞等 

　　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　　 　　　　　  　 

　　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取の

結果について説明があり、25件の行政処分を審議した。 

 

５　個別報告 

  (1) 令和４年度の特定秘密の保護措置及び適性評価の実施状況について 　　　 

      警備部理事官から、令和４年度における特定秘密の保護措置及び適性評価の実施状況につ

 いて報告があった。

 

　(2) 当面の行事予定等について                                      　 　 

      公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告が

　　あった。


